
平成２９年度供給・献血実績等について

平成30年７月26日（木）
薬事・食品衛生審議会
血液事業部会献血推進調査会
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２．供給実績

※製剤本数は200mL献血由来を1本とした換算数

• 全体は前年に対し、 0.2％減の1,770万本
• 赤血球製剤は0.2％増の642万本
• 血漿製剤は0.6％減の221万本
• 血小板製剤は0.3％減の906万本

-0.2%

種別
献血推進計画における

製造見込み量 製造量（実績）

赤血球製剤 51万リットル 51.6万リットル

血漿製剤 27万リットル 27万リットル

血小板製剤 17万リットル 17万リットル

１．製造実績

需給計画における

確保目標量
確保量
（実績）

93.5万ﾘｯﾄﾙ 92.0万ﾘｯﾄﾙ

・原料血漿
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※配分量は在庫取崩量を含む

・国内製造販売業者等への配分量※

万ﾘｯﾄﾙ



4

２．供給実績

種 別 供給本数 ※ 献血者数

200mL献血 139,263 146,132

400mL献血 3,145,030 3,261,587

全血合計 3,284,293 3,407,719

※：供給本数は１単位（200mL献血由来）、２単位（400mL献血由来）の赤血球製剤と全血製剤の供給本数

供給本数と献血者数（全血）

赤血球製剤の在庫推移

年間を通じて安定供給が確実に行えている
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（１）広報資材の作成
①血液事業をわかりやすく理解していただくパンフレット「愛のかたち献血（小・中学生用及び一般用）」作成

・平成29年度(28年度)：小・中学生用76,000部(87,000部) 、一般用95,000部(110,000部)

②高校生や大学生をはじめ若年層に受け入れられやすい内容の情報誌「献血Walker」を作成
・平成29年度：600,000部（平成28年度2,000,000部）

⇒29年度は新たにデジタル記事化 (2018年1/9～1/23の２週間で約542万回掲載、13,693回閲覧)

③献血啓発用ポスター（通年用）や「はたちの献血」キャンペーンポスター等を作成
・通年用 平成29年度：14,000部（平成28年度 15,000部）

・愛の血液助け合い運動月間 平成29年度：28,000部（平成28年度 28,000部）

・世界献血者デー 平成29年度： 5,000部（平成28年度 5,000部）

・はたちの献血キャンペーン 平成29年度：19,000部（平成28年度 25,000部）

（２）映像素材の作成
①テレビ、ラジオＣＭ「通年」用及び「はたちの献血」キャンペーン用
②献血をわかりやすく視覚で訴えるインフォグラフィック動画「What’s  KENKETSU？（１分版、３分版）」を更新

⇒ 各血液センターのSNS等からの情報発信やYouTube（30,000件超が視聴）等で動画配信

（３）若年層に対する働きがけ
①年代別献血目標人数の設定（10～30代）

平成29年度より、行政との連携により都道府県別に目標人数を設定
・週単位での進捗管理（全国の血液センターで情報を共有）
・各ブロック、各血液センターにおいて若年層強化対策を実施

②学校での献血機会を拡大し若年層献血者の確保を図るため、学校献血の配車体制を見直した

・高等学校：65台増加 29年度配車台数1,307台（前年度：1,242台）

・大学、専門学校等：194台の増加 29年度の配車台数3,020台（前年度2,826台)
（参考資料1-2 1ページおよび5ページ）

③献血セミナーや血液センター見学会等の実施（参考資料1-1 11ページ）

３．献血者確保に係る取り組みついて



①LINE、インターネット、ＳＮＳを主体とした情報の発信等

・LINEの開設 （約19２万件友達追加、 オリジナルスタンプダウンロード⇒約173万件）

（参考）同時期にスタンプを配布していた「Jリーグ」⇒150万件友達追加

・YouTube等による情報発信 （小林麻耶氏による献血セミナー「いのちの授業」を動画配信）

・LOVE in Actionアンバサダー（女優：広瀬すず氏）による、献血メッセージやCM動画の配信

②受血者から献血者へのメッセージカード「ありがとうの手紙」を献血者等に配布し理解促進（110万枚）

・若者に人気のアニメ“ラブライブ！サンシャイン‼”や、スマホゲーム“モンスターストライク”との

タイアップによる献血推進 ⇒ ヤフーのリアルタイム検索で「献血」のワードつぶやき最高３位を記録

※12,500件のお気に入り、7,300件のリツイート（2018年2月14日）

（参考）カーリング女子銅メダル12,000件のお気に入り、6,600件のリツイート

・LOVE in Action Meeting(LIVE)や全国各地で「ご当地大作戦」及び献血セミナー「いのちの授業」を実施

（ＭＣ：“レモンさんこと”山本シュウ氏、小林麻耶氏）

※「ご当地大作戦」…全国で２か所実施（島根県、奈良県）

※「いのちの授業」…全国で５校実施（神奈川県：学校法人 向上学園 向上高等学校 等）

（４）その他の普及啓発 『LOVE in Actionプロジェクト』（献血推進プロジェクト）
⇒特に10代と20代前半の献血者を増加させることを目的に展開
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３．献血者確保に係る取り組みついて

④「赤十字・いのちと献血俳句コンテスト」
文部科学省及び厚生労働省の協力を得、命の尊さや献血の大切さを考える機会創出のため
「赤十字・いのちと献血俳句コンテスト」を実施

・平成29年度応募数：233,492句（募集ポスター13,000部、チラシ384,000部）
（平成28年度応募数：246,440句）

⑤学生献血推進協議会との連携
大学生を中心とする学生献血推進ボランティアの活動を支援し、同ボランティアの増員を
目的とした冊子『FINEBOYS』を10万部作成 （平成29年度同ボランティア：5,251人）



３．献血者確保に係る取り組みについて
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（はたちの献血）

（アニメやスマホゲームとのコラボ）

（受血者からのメッセージカード）

各種広報資材



総献血者数は、平成28年度比で9.7万人減（-2.0％減）の473万人
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４．献血実績

8

種別 目標量 採血量（実績）

全血採血 134万リットル 133.4万リットル

血漿成分採血 34万リットル 29万リットル

血小板成分採血 27万リットル 24.7万リットル

・献血推進計画における確保目標量に対する実績



年代別献血状況（対前年度）
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10代の献血者は、4,565人（1.8％増）前年度を上回った。
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４．献血実績
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４．献血実績
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献血可能人口における10代の年代別献血率では、18歳（7.8％）、19歳（7.6％）をピークに35歳までは減少する傾向がある。
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（献血率）

４．献血実績
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４．献血実績
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10代の初回献血者は、合計6,623人（3.4％増）前年度を上回った。（男性2,495人、女性4,128人）
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初回献血者（男女別）

４．献血実績



４．献血実績

都道府県別10代献血者確保状況
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４．献血実績

都道府県別20代献血者確保状況
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４．献血実績

都道府県別30代献血者確保状況
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・前年度と比較し、総供給本数は 0.2％減の1,770万本、総献血者数は9.7万人減

（2.0％減）の約473万人で、滞りなく安定供給が行えた。

・原料血漿については、概ね計画どおり確保し在庫取崩と併せ配分した。

・10代については、前年度と比較し献血者数で延べ4,565人（1.8％増）、

初回者で6,623人（3.4％増）増加した。

・10代については、LINE、YouTube、SNS等の効果的な施策を展開しながら

初回献血を推進し、献血への理解を促す策を講じることで、２回目以降の献血

に繋がるよう積極的に取り組む。

・需要予測に適応する中長期戦略へ取り組むにあたり、複数回献血率の高い40代

以降の協力を維持しつつ、献血者満足度の向上に努め複数回献血に誘導すること

による底上げを図る。

⇒献血推進・予約システム

・小学生、中学生、高校生への啓発（献血セミナー等）については、厚生労働

省をはじめ、国・行政との連携を一層高めながら積極的な展開を図る。

５．まとめ




